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令和6年6月21日（金）、多良見多目的研修館にて開催いたしました。
「自分たちの地域の事は自分たちが考えていかんばやろ」という言葉が表情から
も伺えるように、例年以上に活発な意見交換や、社会資源創出に向けた具体的案
も話し合えることができた語らん場となりました！

主に地域性による社会資源（集い・買い物など）の不足について、情報共有・意見交換
が行われました。「語らん場」で地域について語り、意見交換することで、地域づくりにおい
て何か実を結ぶ “ きっかけ ” となることを少しずつではありますが感じていただけている
のではないでしょうか。今後も住民の皆さまのチカラが発揮できるよう、「思い」が「形」に
なるように生活支援コーディネーターは支援してまります！

いろんな取り組み
や活動も将来の
「自分のため」でも
あるんですよね！

馴染みの商店跡
地で何かできない
か。交流の場・住
民の活躍の場にも
なるのではと思う。

「今回の語らん場は盛り上がった
ね～」「よかったバイ」と閉会後に
会場外で住民さんによる
振り返り。「次も参加せんば！」

4つのグループで
語り合いました！

地域高齢者には
集まる場があった
方がよかバイ。
やっぱ自治公民館
が集まりやすかと
じゃなかか？

移動販売情報など、
欲しい情報を知る事
ができて良かった。
持ち帰って自地域の
人にも教えてやろう！


